







































































































と街角の考現学』（東方書店 2009）に結び，その後，PART II（2014）PART II（2018）にま
とめた。この連載では，いわばわたしの中国語に対する「気づき」を書かせてもらっている
が，この中国語の世界の発見に対する喜びがわたしの原動力になっていることを最近つくづ
く感じる。それは文法研究でもそうで，理論研究への指向はあるものの，結局のところは，
事実の発掘に対する喜びでやってきたようなものである。故寺村秀夫氏はかつてわたしのこ
とを「あんたのやっているのはフィロロジーやね」と評したことがあったが，これまでを振
り返ってまさにその通りだと実感する。それはかつて東洋史を志したわたしの形を変えた姿
なのかも知れない。
　そして，退職を前にして出したのが『漢語の謎』（ちくま新書）である。これはわたしの
『中国語を歩くパート 』（2018）を読んだ，筑摩書房の 氏が「漢字を通して日本語と中国
語の差違が見えるような本を」という依頼に応えて書いたもので，わたしとしては卒業論文
ならぬ退職論文と位置づけている。
